






はじめに 

 本研究班は昭和 54年度から 7年間にわたって継続実施された心身障害研究「先天異常の

モニタリングに関する研究」(以下，「山村班」と呼称する。)の後をうけて,実効ある全国

レベルの先天異常モニタリングシステムを確立する目的をもって編成された。 

 さきの山村班は「先天異常とは出生前から存在する要因により発現するあらゆる異常(疾

患)」と定義し，さらに「あらゆる病気は遺伝要因と環境要因の複雑なからみから生ずる」

という基本的な考え方に立って広汎な領域にわたる研究を行い，多大の成果をおさめた。

本研究班は山村班の研究成果を踏まえつつ,主として外表奇形をマーカーとして先天異常

の要因のうち,主に環境要因(外的要因)の存在を早期に把握するための実用的な方法の検

討を継続して行なおうとするものである。このため,山村班で行なった人口ベースモニタリ

ング方式の他に病院ベースモニタリング方式もとりいれ,それぞれの長所を生かしながら

わが国の医療体制や社会的諸条件に見合ったシステムを樹立しようとするものである。 

 現在,何らかの形で先天異常のモニタリングを継続的に実施している国は,米州,欧州(東

欧圏を含む)を通じて 20 数ケ国に及んでおり,アジアにおいては中国においてすでに開始

されたと聞いている。このような情勢を反映して,世界保健機構(WHO)においても 21 世紀へ

向けての新しい健康活動の分野として先天異常の発生防止に注目し,担当部局を定め既に

先年予備的な検討会議を開催したりしているところである。 

 このような国際的動向をわが国としても無視するわけにはいかない。現に公私にわたっ

て国際研究の場への参加要請も行なわれている。しかし,わが国には脳死や臓器移植の問題

にもみられるとおりデリケートな国民感情が作用する風土があり慎重な対応が求められて

いる。 

 そこで本研究班としては,モニタリングの過程において遭遇を余儀なくされると思われ

るプライバシー問題に対処するため,その方面の専門家の参画を求め班員構成を行なった

次第である。 


